
22万4049人（前月比46人減）男11万5351人・女10万8698人10万3482世帯（前月比71世帯増）（11月１日現在）
厚木市の人口 人　口世帯数
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　「ジュリジュリ、ジュクジュク、
チーチー、ギィーギィー」と、にぎ
やかな声が聞こえてきた。エナガ、
シジュウカラ、メジロ、コゲラなど、
異なる種類が混じって群れる混群
である。エナガは、7㌢ぐらいの長い
尾が目立つが、重さは6～9㌘ほどし
かない。口は7㍉ほどで細い枝先の

小さな虫やクモを食べて生活して
いる。混群の利点は、違う種類の鳥
たちが他の鳥の食事や生活の様子
を見てまねられることや、危険の合
図を共有できることだ。
　目の前のエナガが、か細い声で鳴
き交わし飛翔する美しさに、時がた
つのをすっかり忘れてしまった。

　綿の塊のようなかわいらしいエナガは全
長13.5㌢ほど。小さな体に負けないエネル
ギッシュな動きで素早く移動する。冬が近づ
くと混群を作り生活する／ぼうさいの丘公
園の雑木林で見つけた。� 写真・文／ 吉田文雄
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　12月は交通量や飲酒の機会が増え、交通事故が多く
起こります。一人一人が交通ルールを守り、マナーの
向上に取り組みましょう。� 問交通安全課☎225-2760

問警防課☎223-9368

■歩行者
•夜間に外出する時は明るい服装や反射材を身に付ける
•道路を渡る際の安全確認を徹底
■車の運転者
•夕暮れ時は早めにライトを点灯
•飲酒を伴う会食には車で行かない 
•運転する人には絶対にお酒を飲ませない
■自転車
•車道の左側を通行
•交差点では信号と一時停止を守る
•ヘルメットを着用し、夜間はライトを点灯
•飲酒をしたら乗らない

　冬は空気の乾燥に加え、暖房器具を
使う機会が多くなり、火災が増える季

節です。特に年末は慌ただしくなるの
で、ガスコンロなどの火の元から離れ
ない、外出するときは暖房器具を消す
などの注意が必要です。
　また、火災の備えとして、住宅用火災
警報器の点検や燃え広がりにくい防炎
カーテンなどの使用も有効です。

　12月25～31日は消防署と消防団が歳末火災
特別警戒を実施します。期間中は警備体制を
強化し、消防車両で巡回します。

交通ルールを厳守

出かける前は火の元を確認

暖房器具の使用は
特に注意が必要

過去3年間合計の月別火災件数

警防課　髙澤 浩二（43）

年末の交通事故に注意

命を守る火災予防
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